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こらむ 第１１話 ＜ＣＢ事例Ⅲ＞ ＮＰＯ法人 宮崎文化本舗 

 

 

所在地：宮崎県宮崎市、設立：2000 年 

事 業：映画館運営、起業支援センター運営、事務局代行業務など 

（ＵＲＬ：http://www.bunkahonpo.or.jp/） 

＜事業概要＞ 

NPO 法人「宮崎文化本舗」の設立のきっかけは、1995 年から始まった「宮崎映画祭」でした。

映画祭の実行委員会メンバーが中心になってＮＰＯ法人を作ろうということになったのです。 

ＮＰＯ法人としてスタートして間もなく、市の中心部にある商業ビルを借り受け、「宮崎キネマ

館」という常設の映画館をつくりました。宮崎キネマ館は、100 席と 60 席の２スクリーンを有し、

年間約4万人の集客により約6千万円の売上を上げています。こうして、年1回の映画祭イベ

ントが、1 年 365 日の活動に発展していったのです。 

代表を務める石田氏は、「映画館の事業はＮＰＯにとっていいのです。映画が始まるときに

スイッチを入れておけば、後は手があきます。その間に他の仕事をすればいいのです」と言い

ます。こうして当団体は、他団体の事務局代行や文化・芸術活動のコーディネート等を進めて

きました。 

また、2003 年からはインキュベーションセンター（通称「みやざきＮＰＯハウス」）の設置・運営

も始めました。ここには24のNPO団体が入居し、NPOと企業・行政との協働の場として活用さ

れています。 

当団体の決算額は、法人設立当時は15万円程度でしたが、2003年度の決算額は8700万

円であり、石田代表の年間報酬は 420 万円程度、常用雇用者は 9 人となっています。（2004

年度の決算額は約1億1千万円）【田中尚輝「ＮＰＯビジネスで起業する」学陽書房、2004年、

p32-37 参照】 

＜ワンポイント解説＞ 

昨年 11 月に宮崎文化本舗の石田代表とお会いしました。まだ年齢は若いですが、強烈な

バイタリティを持った方でした。石田さんは、「ジャンルや規模に関わらず、“こんなことをやって

みたい”と思うことを実現するお手伝いをしたい」と考えており、団体の事業はここ数年で大きく

広がっています。団体のネットワークが広がると、それに比例して行政や企業の注目も強まり、

“やりたいこと”の実現にまた一歩近づいていくものと思われます。 
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